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釡石市郷土資料館

　

今
回
は
釡
石
市
内
の
遺
跡
で
最
も
遺
物

が
多
く
見
つ
か
る
縄
文
時
代
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
縄
文
時
代
は
約

1
万
2
千
年
前
か
ら
始
ま
り
、
縄
目
模
様
を

付
け
た
素
焼
き
の
器
「
縄
文
土
器
」
を
使
用

す
る
こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
縄

文
土
器
は
、
模
様
や
形
状
か
ら
時
期
を
判
定

し
、
地
域
性
や
文
化
な
ど
を
表
す
指
標
と
な

り
ま
す
。
市
内
で
発
見
さ
れ
た
最
も
古
い
土

器
は
、
今
か
ら
９
千
年
以
上
前
の
縄
文
時

代
早
期
の
も
の
で
、
栗
林
の
沢
田
２
遺
跡
の

他
、
箱
崎
や
平
田
な
ど
で
も
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
約
４
千
５
百
年
前
の
縄
文
時
代
中
期
に
な

る
と
、
渦
巻
き
模
様
を
描
く
土
器
が
東
北
地

方
に
広
が
り
ま
す
。
発
見
さ
れ
た
土
地
の
名

前
を
と
っ
て
大た
い
木ぎ

式し
き
と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
の

大
木
式
土
器
は
釡
石
で
も
多
く
見
ら
れ
、
釡

石
が
東
北
地
方
に
広
が
る
巨
大
な
文
化
圏
に

属
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
金
属
が
な
い
縄
文
時
代
に
は
、
石

を
使
っ
た
道
具
「
石
器
」
が
広
く
用
い
ら
れ

ま
し
た
。
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
鋭
く
割
れ
る
石

を
選
び
、
加
工
す
る
技
術
に
長
け
て
い
た
の

で
す
。
弓
矢
の
先
端
に
用
い
る
「
石せ
き
鏃ぞ
く
」
や

「
石い
し

匙さ
じ

」
と
呼
ば
れ
る
ナ
イ
フ
な
ど
、
精
巧

に
作
り
上
げ
ら
れ
た
石
器
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
み
ま
す
。
ま
た
、
木
の
実
を
す
り
つ
ぶ
す

た
め
の
磨
石
や
、
木
を
切
る
た
め
の
石せ
き

斧ふ

な

ど
も
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
他
、
自
身
を
着

飾
る
た
め
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
祈
り
の
た
め

の
祭
祀
具
な
ど
、
生
活
に
必
要
な
道
具
を
石

器
と
し
て
用
い
て
い
た
の
で
す
。
い
ず
れ
も

釡
石
市
内
の
縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
出
土

し
、
縄
文
時
代
の
人
々
が
身
近
に
あ
る
素
材

を
利
用
し
て
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

野川前遺跡（箱崎）出土の大木式土器

女坂
女坂石の証文

鳥谷坂
一字一石供養の石仏

下
しも
平
へい
田
た
遺跡・仁

に
田
た
代
しろ
遺跡（下平田）

出土の石鏃と石匙

鍬台峠
道中の切通し

石塚峠の七里塚

　

令
和
元
年
10
月
、
釡
石
の
鳥
谷
坂
、
女

坂
、
石
塚
峠
、
鍬
台
峠
を
含
む
「
浜
街
道
」

が
、
文
化
庁
の
「
歴
史
の
道
百
選
」
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
浜
街
道
は
気
仙
沼
か
ら
八
戸
に

至
る
街
道
で
、
往
古
よ
り
人
や
物
、
情
報
を

運
ぶ
舞
台
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
は
国
道
45

号
に
そ
の
機
能
が
移
っ
て
い
ま
す
。
浜
街
道

の
名
称
は
、
明
治
以
降
に
定
着
し
た
も
の
で

江
戸
時
代
は
海う

み

辺べ

道み
ち

な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
旧
道
に
は
現
在
も
石
碑
や
一
里
塚
、

切き
り

通ど
お

し
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

○
鳥
谷
坂

　

浜
町
か
ら
水
海
に
通
じ
る
山
道
で
、
江
戸

時
代
に
建
立
さ
れ
た
石
碑
が
残
り
、
一
字
一
石

供
養
の
石
仏
な
ど
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

水
海
側
の
登
り
口
で
は
追お

い

分わ
け

の
碑
「
右
ハ
山

道　
左
ハ
釡
石
道
」
が
土
中
か
ら
発
見
さ
れ

ま
し
た
（
市
郷
土
資
料
館
に
て
展
示
中
）。

○
女
坂

　
嬉
石
か
ら
平
田
に
越
え
る
山
道
で
、
江
戸

時
代
に
設
置
さ
れ
た
「
女
坂
石
の
証
文
」
や

「
女
坂
の
一
里
塚
」
が
所
在
し
ま
す
。

○
石
塚
峠

　
江
戸
時
代
、
盛
岡
藩
平
田
と
仙
台
藩
唐
丹

の
藩
境
を
ま
た
ぐ
山
道
で
、
藩
境
塚
と
「
石

塚
峠
の
藩
境
印
杭
」
が
設
置
さ
れ
、
ふ
も
と

に
は
両
藩
の
御ご

番ば
ん

所し
ょ

（
平
田
御
番
所
跡
・
本

郷
御
番
所
跡
）
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
道

中
に
は
江
戸
時
代
に
設
置
さ
れ
た
「
石
塚
峠

の
七
里
塚
」
も
所
在
し
ま
す
。

○
鍬
台
峠

　
下
荒
川
か
ら
吉
浜
に
通
じ
る
山
道
で
、
俗

に
気
仙
八
坂
と
呼
ば
れ
る
坂
の
一
つ
で
す
。

頂
上
に
は
道
祖
神
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

※ 

太
字
は
全
て
市
指
定
文

化
財
（
詳
細
は
郷
土
資
料

館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
）

鳥と

谷や

坂さ
か

・
女め

坂さ
か

・
石い

し

塚づ
か

峠と
う
げ・
鍬く

わ

台だ
い

峠と
う
げ

〜「
歴
史
の
道
百
選
　
浜
街
道
」〜

釡
石
に
眠
る
遺
跡

縄
文
の
道
具
①
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